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Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar）の

毛様線虫に対する駆虫効果

大鶴正満 長谷川慧重

新潟大学医学部医動物学教室

（昭和 36年 7月 11日受領）

特別掲載

最近， 東洋毛様線虫（Trichostrongylus orie1山 zlis)

寄生者の臨床的意義に関する系統的な観察が各地て行わ

れるようになり，その病害性についてかなり適確な知見

が得られるようになった．当教室（1957,1958, 1959) 

における集団検診や人体実験の成績でもその多数寄生者

には一般に消化器障害の他に神経足状，好酸球数の増

多，低度ではあるが赤血球数の減少や血色素量の低下が

認められた．かくて，その多数寄生者は当然治療あるい

は集団駆虫の対象になると考えられ，駆虫薬についても

種々検討が加えられてきた．それらの成果については伊

藤 ・三条ら (1957,1958, 1960）によって逐次報告され

てきたように，先ず尿便内への産卵数の極めて少ない木

虫の駆虫効果の判定法を吟味し，次いで主として集団駆

虫によって鈎虫駆除薬の中から目的に適合した駆虫薬を

選別するととに努力が払われた．

最近わが国ても鈎虫駆除莱として注目されてきた Be-

phenium hydroxynaphthoate (Alcopar）について著者

らは毛様線虫に対する駆虫効果を調査いかなり期待が

持てる成績を得たので，ζ とに報告したい．

対象および方法

検査期間は昭和35年11月～36年3月，被験者は新潟県

西蒲原郡中野小屋村の一般人および中学生である．西蒲

原郡は新潟県の穀倉てある蒲原平野のほぼ中央に位置

し，従来から毛様線虫の極めて濃厚な牙布地として知ら

れているO 昭和33～36年の同地方の検便成績（新潟県寄

生虫予防会〉をみると毛様線虫寄生率は一般人 34～69

%，小 ・中学生 7～56%で，中ても中野小屋村の一般人

は最高値68.9%を示した．

被験者の選出に当つては，先ず対象部落の一般人およ

び中学生について飽和食塩水浮説法 (1本値〉による検

便を行い，検出された毛様線虫陽性者の中から一般嬬虫

の集団駆虫実施の際に特に木剤による毛様線虫駆除の希

望者を募集した．

Alcopar (Bephenium塩基半量含有〉の服用者は朝食

ぬき〈他の薬剤との関係上〉て早朝所定の場所に参集を

求め，その 5gまたは 7gを水と共に頓用させた．下剤

は用いず，服用後は自由に帰宅させた．

5 g群には服用後24時間便〈第1日便）， 24～48時間便

〈第2日便）， 7 g群には更に48～72時間便（第3日便〉

を別々に予め渡しておいた採便袋〈大きさ20×30cm，ポ

リエチレン製〉に入れて提出させた．なお採便に当つて

は各自が各家庭の便器またはその代用容器に取った便を

上記の採便袋へ移すように指示した．鴻便検査は 10,

30, 80メッシュの 3段ふるいを用いて水道水て、油、過し，

2段目と 8段自のふるいの残溢を流水て、洗面器に移し

た．次いでその少量ずつをシャーレに取り，黒紙を背景

として肉眼（必要に応じてグリノ一式双眼実体顕微鏡〉

て検索し，虫体は細いピペットて吸上げた．

被験者には服薬当円持参させた民便〈マッチ箱一ばい〉

および駆虫 2～4週後に提出させた尿便（向上〉につい

て当教室て従来から行っている丸陶板による定景的培養

法を実施し，展便 1g当りの毛様線虫海出幼虫敬（LpG)

を測定した．

かくて駆虫効果の判定には，毛様線虫の場合に当教室

て慣用してきた方法に準拠し，排虫者率および定量的培

養法による陰転者率と LpG減少者率をJr出した．

副作用については，服用後 2日間の発疹，発熱， 頭

痛，めまい，はきけ， H区吐，胃痛，腹痛，下痢，便秘，

食欲不振，倦怠感よおぴ難聴について軽度，中等度およ

び高度の 3段階に号げて調査用紙に各自記入して提出さ

せた．
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Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar）の毛様糠虫に対する駆虫効果第 1表

排虫者率%
（排虫者数／被験者数）

LpG減少者率%
（減少者数／被験者数）

陰転者率%
（陰転者数／被験者数）

被験者総数男リ群

100 
(36/36) 

92.8 
(13/14) 

75.0 
(21/23) 

14.3 
(4/28) 

40 5g服用群

14 7g服用群

Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) 5 g服用による毛様線虫の排虫扶況
（昭和 35年 11月～36年 1月新潟県西蒲原郡中野小屋村）

第 2表
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1) 駆虫前後の LpG検査および駆虫後 2日間の鴻便検査が可能であった者のみ記
載. 2) 排出された毛様線虫は No.8, No. 18を除き全て T.orientalis. No. 3, 
No. 18は T.orientalis優占の混合寄生例．＊ T. coんかげormis0 1隻混在．
** T. sp. o 1隻混在

備考

陰転者率14.3%,LpG減少者率 75.0%が得られた．な

お虫卵の陰転した 4名は全て LpG10以下て，少数寄生

と推定される者て、あった．他方，排虫者率は極めて高く

駆虫後 2n聞で被験者36名全員に排虫を認めた．排虫数

は 100隻以上が36名中12名で，最高1305隻，平均 163.1

隻となった。排出された毛様線虫は36名の中て No.8, 

No. 18, No. 35 ( 41才男，表2になし〉を除き全て T.

oriental is単独で， No. 8は排虫数 9隻のうち 2日自に

T. colubnfonnis (!) 1隻， No.18は排虫数 258隻のう

ち1日自に T.sp. （未同定）合 1隻がそれぞれ T.07・ien-

talis ~＂と混在， No . 35は排虫数 854隻のうち 1日目（596

隻〉に同じく T.sp. 色1隻が混在していた．

7 g服用群被験者は上述の混合寄生者 No.8, No. 

18, No. 35を含むそれらの家族14名て、，との場合は駆虫

成 績

5 g服用群服用者数は40f1であったが，検査材料を

提出しなかったり，不適当な状態て入手されたものを除

外したので，実際にそれぞれの効果判定の資料に用いら

れた人員はそれより少なくなった．集計された陰転者

率， LpG 減少者率， ~JI=虫者率と，それぞれの実数を示

すと第1表の通りである．なお完全に諸検査を行い得た

被験者19名の一覧表は第2表に示した．

駆虫前後の LpGは駆虫されているにかかわらず，駆

虫前の方が高く出た場合もあるが，測定値が民便の性状

や放置状態，原便内における虫卵数の円変動，その卿化

率，幼虫の瀞出態度，測定誤差など各種の要因にかなり

左右されているので，との種の検査にありがちなことで

ある．かかる条件を念頭、において被験者28名についての

( 92 ) 
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Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) 7 g服用による毛様線虫の排虫扶況

（昭和 36年 2月～ 3）~ 新潟県西蒲原郡中野小屋村）

第 3表
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用発現者率は73.0%となった．

考察

上述のように， Alcopar 5 g服用者40名の中て鴻便を

実施し得た36名全員に排虫を認め，また陰転者率14.3%

LpG減少者率75.0%を示したととは当教室て今日まで

に供試した駆虫薬の中ては最も良好な成績に属する．従

来かなり高い排虫者率を示した 1-Bromonaphthol-(2）と

四塩化ェチレンの両剤について，前者の 2日連用ならび

に両者の逐日併用を行った最・近の成績と比較しでもやや

まさるようである．すなわち 1・Bromonaphthol-(2) （オ

ーミン末） 1日 4.0g 2日連用て19名中16名（84.2%)

に排虫を認め，陰転者率 9.1%,LpG減少者率74.1%,

1日目四塩化エチレン 4.5g cテロン15球〉＋硫苦20.0

g, 2日目 1・Bromonaphthol-(2)4.0 g併用者23名中21

名（91.3%）に排虫を認め， 陰転者率 9.1%,LpG減

少者率70.4%と比べて Alcoparの方がやや高く，平合の

排虫数も一般に多い．しかし Alcoparの場合も他と同

様に定量的培養法（瓦培養〉による陰転者率は低く，し

かも駆虫前の LpG平均43.8が駆虫後30.2程度に止って

いることは過半の虫体がまだ駆除されないで、伐っている

ことを示すものと忠われる.Alcopar 7 g服用群につ

いては排虫者率のみが求められたが， 14名のうち 13名

(92.8%）に排虫を認め，他方その排出虫数からみても

5 g群と大差ないものと忠われ，この場合楽量を 5gか

排出された毛様線虫は No.14 （＊印は T.axei）を除き全て T.orientalis 
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第 4表
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軽度状

発疹
発熱
頭痛
めまい
はきけ
恒吐
胃痛
腹痛
下痢
便秘
食欲不振
倦怠感
難聴

症

対象人員 37名，副作用発現者27名，

発現者率 73.0% 

後 3日間の排虫者率のみが求められた．成績は第1表に

示すように，排虫をみなかった者は14名中 1名のみで排

虫者率は92.8%となった．それらの一覧表は第 3表の通

りて，排虫数は 100隻以上が上記の再駆虫者 8名を除く

11名について最高 481隻，平均60.8隻となった．排出さ

れた毛様線虫は14名の中て No.14を除き全て T.orien-

talis単独で， No.14は排虫数 114隻のうち 3口自に平

合各 1隻の T.axeiが検出された．

副作用の調査は 5g服用群についてのみ行われ，回収

された37名についての集計成績は第4表の通りて，副作

( 93 ) 
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ら増加するととによって効果の上昇は期待されなかっ

た．なお第 2' 3表に示されるように Alcoparによる

排虫は殆んどが服用後48時間以内に行われるとみて差支

えない．

副作用の調査は 5g服用群について自覚した症状を記

入させる方法を取ったのであるが，回収された37名につ

いての集計ては頭痛が40.5%で最も多く，次いで腹痛，

下痢，日区吐，はきけ， めまいの！I聞となり，発現者率は全

員の73.0%を示した．とれは同じ方法によった従来の経

験と比較すると 1・Bromonaphthol-(2）よりはやや多く，

内塩化エチレンよりやや少ないと判断された．なお 7g 

服用によって副作用発現者率が更に上昇するようではな

かった．

Alco parの毛様線虫に対する駆虫効果については Na-

gaty (1959）はカイロ付近で Trichostrongylus寄生者

231当に 5g服用させて虫卵陰転者194;(82.6%),Hahn 

et al. (1960）は京城の国立大学病院で T.orientalis寄

生者75名に 5g服用させて虫卵陰転者58名（77.3%）を得

た．わが国ては森下ら (1960）が25名中20名（80%）に

虫卵陰転を認めた．しかし，これらの効果判定に用いら

れた検便方法は何れも浮波法またはそれとほぼ同程度の

虫卵検出能力と推定される方法によっており，今回の定

量的培養法による陰転者率と直ちに比較するととはもと

より出来ない．毛様線虫の排卵数は鈎虫などに比べて苦

しく少なく（T. orientalisの EpGpFは4人の剖検例

の平均 1.1），従って尿便内の卵数も一般に稀薄であるた

め，検便に浮説法を用いた場合，その“見かけの陰転”

がかなり大きくなるととが充分考えられる．当教室ては

今日まで毛様線虫の駆虫効果の判定には排虫者率とLpG

減少者率を求めて各種薬剤の比較を行ってきた．それら

の中ては，上述のように Alcoparは現在のととろ毛様

線虫に対して最も期待される駆虫薬のーっと判断され

る．

なお，今回の駆虫て T.01ゴentalisに混在して少数例

ではあったが， T.colubriformis, T. axei, T. sp.が排

虫されたことは興味深く，わが国の人における最初の確

認と忠われる．これらのとと：，こついては既に第30回日本

寄生虫学会総会 (1961）て発表したが，近く詳細を報告

する予定である．

むすび

Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar）は毛様線

虫の駆除にも有力であり，その 5gの服用によりかなり

の排虫が可能である．

本調査に用いた Alcoparは田辺製薬株式会社より提

供された．記して謝意を表する
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THE ANTHELMINTIC EFFECT OF BEPHENIUM HYDROXYNAPHTHOATE 

（’ ALCOPAR’l AGAINST TRICHOSTRONGYLUS 

MASAMITSU OTSURU & KEISHIGE HASEGAWA 

(Depαrtment of Medical Zoology, School of Medicine, Niigata University, Niigata, Japan) 

Bephenium hydroxynaphthoate was tried in 50 cases of Trichost1・ongylusinfestation. 

Ages ranged from 11 to 57 years. In single doses of 5 g. (2.5 g. bephenium base) irrespective 

of age or weight, the drug was administered before breakfast. 

The drug did not give complete clearance of eggs in the majority of cases. However, 

all intestinal discharges for a period of two or three days following anthelmintic treatment were 

carefully examined, and it was recognized that the adult worm of Trichostrongylus was more 

of less dislodged from the bowel wall in 49 cases. The worm number obtained from each case 

ranged from 1 to 1305, and all of the worm was T.。η・entalisexcept for four cases (9, 114, 

258 and 854 in worm number, which were partially mixed with T. colubriformis, T. axei and 

T. sp. (last two cases), respectively. 

The drug was more effective against Tバchostrongylusthan Tetrachlorethylene and had 

no severe side-e妊ects.
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